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特集／開発途上国における図書館の役割と支援活動

●
ブ
ラ
ジ
ル
の
図
書
館
の
起
源

ブ
ラ
ジ
ル
の
「
発
見
」
は
一
五
○
○
年
で
あ
る

が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
室
が
ブ
ラ
ジ
ル
に
到
着
す
る

一
八
○
八
年
ま
で
、
印
刷
・
出
版
は
禁
止
さ
れ
て

お
り
、「
大
学
の
設
立
や
印
刷
機
の
導
入
は
も
と

よ
り
、
自
立
的
な
知
的
生
産
を
促
す
恐
れ
の
あ
る

も
の
は
一
切
許
さ
れ
な
か
っ
た
」（
参
考
文
献
③
）。

し
か
し
、
既
に
一
六
世
紀
頃
か
ら
修
道
院
や
個
人

収
集
家
に
よ
る
私
的
な
図
書
館
の
存
在
が
記
録
さ

れ
て
お
り
、
植
民
地
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
イ
ン
テ

リ
階
層
の
形
成
に
寄
与
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、
前
述
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
室
の
リ
オ
デ

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
（
以
下
リ
オ
）
到
着
か
ら
三
年
後
の

一
八
一
一
年
に
、
よ
う
や
く
ブ
ラ
ジ
ル
で
初
の
公

立
図
書
館
が
二
つ
正
式
に
設
立
さ
れ
た
。
一
つ
は

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
王
室
図
書
館
を
移
転
さ
せ
た
現
在

の
リ
オ
の
国
立
図
書
館
で
、
も
う
一
つ
は
植
民
地

の
総
督
府
が
置
か
れ
て
い
た
サ
ル
ヴ
ァ
ド
ー
ル
に

設
置
さ
れ
た
。

●
近
年
の
ブ
ラ
ジ
ル
の
教
育
普
及
と
図

書
館

近
年
の
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
就
学
及
び
進
学
率
の

向
上
や
学
校
外
教
育
の
普
及
と
い
っ
た
教
育
状
況

の
改
善
が
見
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
就
学
者

や
教
育
ニ
ー
ズ
の
増
加
に
対
応
す
べ
く
、
政
府
は

学
校
や
地
方
自
治
体
に
お
け
る
図
書
館
の
増
設
と

質
的
向
上
に
努
め
て
き
た
。

「
全
国
書
籍
出
版
組
合
」（
Ｓ
Ｎ
Ｅ
Ｌ
）
に
よ

る
と
、
二
○
○
三
年
に
登
録
さ
れ
て
い
る
図
書
館

は
、
地
方
自
治
体
等
の
も
の
が
約
五
○
○
○

（「
市
」
に
あ
た
る
地
方
行
政
区
「
ム
ニ
シ
ピ
オ
」

の
数
は
五
五
六
三
）、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
が
所
有
す
る
も

の
が
約
一
○
○
○
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
教
育

省
「
国
立
教
育
研
究
所
」（
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
の
二
○

○
四
年
「
学
校
セ
ン
サ
ス
」
に
よ
る
と
、
公
立
私

立
を
合
わ
せ
た
基
礎
教
育
（
○
〜
一
七
歳
を
対
象

と
し
た
教
育
及
び
識
字
等
の
特
別
教
育
）
機
関
に

は
五
万
二
九
三
二
の
図
書
館
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

大
学
等
の
高
等
教
育
機
関
は
一
八
五
九
あ
り
（
二

○
○
三
年
）、
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
一
つ
以
上

の
図
書
館
を
所
有
し
て
い
る
。
更
に
、
ブ
ラ
ジ
ル

の
図
書
館
の
特
徴
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
検
索
や
文
献
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
等
の
サ
ー
ビ
ス

が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
経
済
が
安
定
し
た
一
九
九
○
年

代
半
ば
以
降
、
政
府
に
よ
る
社
会
政
策
が
功
を
奏

し
た
こ
と
も
あ
り
、
教
育
の
普
及
と
と
も
に
図
書

館
の
質
及
び
量
的
な
改
善
が
見
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
学
校
や
研
究
機
関
に
付
属
す
る
図
書
館
の

多
く
が
一
般
市
民
に
は
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。
ま

た
、
各
ム
ニ
シ
ピ
オ
へ
の
図
書
館
設
置
は
ほ
ぼ
達

成
さ
れ
て
い
る
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
ム
ニ
シ
ピ
オ
は

地
理
的
に
か
な
り
広
く
、
交
通
の
便
や
コ
ス
ト
等

を
考
え
る
と
誰
も
が
気
軽
に
公
立
図
書
館
を
利
用

で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ

ー
ビ
ス
も
学
術
的
な
も
の
が
主
流
で
、
し
か
も
会

員
制
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
ブ
ラ

ジ
ル
の
一
般
市
民
、
特
に
よ
り
貧
困
な
階
層
の
人

々
に
と
っ
て
は
、
依
然
と
し
て
図
書
館
は
身
近
な

存
在
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。

し
か
し
、
近
年
、
特
に
一
九
九
○
年
代
以
降
の

ブ
ラ
ジ
ル
の
都
市
部
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
克

服
し
、
よ
り
貧
困
な
階
層
の
人
々
も
図
書
館
を
利

用
で
き
る
よ
う
な
民
衆
側
か
ら
の
積
極
的
な
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
取
り
組
み
を
紹
介

す
る
前
に
、
そ
の
起
源
と
な
っ
た
ブ
ラ
ジ
ル
の
都

市
社
会
運
動
の
変
遷
を
概
観
す
る
。

●
ブ
ラ
ジ
ル
の
都
市
社
会
運
動
の
変
遷

様
々
な
領
域
に
お
け
る
不
平
等
を
特
徴
と
す
る

ブ
ラ
ジ
ル
の
図
書
館
と
都
市
社
会
運
動
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ブ
ラ
ジ
ル
社
会
で
は
、
自
ら
の
生
活
の
向
上
を
可

能
と
す
る
資
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
か
ら
排
除
さ
れ
て

き
た
人
々
に
よ
り
、
主
に
都
市
部
に
お
い
て
社
会

運
動
が
活
発
に
展
開
さ
れ
て
き
た
。
彼
ら
は
、
共

通
の
利
害
関
係
を
持
つ
人
々
と
相
互
扶
助
や
連
帯

関
係
を
築
き
、
社
会
運
動
と
い
う
形
で
政
府
に
自

ら
の
要
求
を
訴
え
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

目
的
達
成
を
試
み
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
ブ
ラ
ジ
ル
の
社
会
運
動
は
、
植
民

地
・
帝
政
時
代
の
奴
隷
解
放
や
独
立
運
動
等
が
始

ま
り
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
一
九
世
紀
半
ば
以
降

に
な
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
は
じ
め
海
外
か
ら
の

移
民
同
胞
に
よ
る
相
互
扶
助
団
体
が
結
成
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
更
に
、
二
○
世
紀
に
入
り
近
代

工
業
化
が
進
む
に
つ
れ
、
労
働
組
合
な
ど
の
職
種

や
職
場
を
ベ
ー
ス
と
し
た
団
体
が
結
成
さ
れ
る
と

と
も
に
、
急
激
な
都
市
化
に
伴
う
劣
悪
な
居
住
環

境
や
農
地
問
題
の
改
善
を
訴
え
る
団
体
が
結
成
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
運
動
を
展
開
し
て
き
た
。

そ
の
後
、
一
九
六
四
〜
八
四
年
ま
で
の
軍
事
政

権
下
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
団
体
の
影
響
を
受
け
た

貧
困
克
服
や
反
政
府
、
再
民
主
化
運
動
等
が
活
発

化
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
八
○
年
代
以
降
に
な
る

と
今
ま
で
の
社
会
運
動
に
加
え
、
海
外
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
ち
、
貧
困
、
環
境
保
全
、

女
性
、
人
権
等
の
問
題
の
改
善
に
取
り
組
む
「
新

た
な
社
会
運
動
」
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

●
「
市
民
で
あ
る
こ
と
の
権
利
」
の
主

張
と
浸
透

そ
の
後
、
主
に
一
九
九
○
年
代
頃
か
ら
、
ブ
ラ

ジ
ル
の
社
会
運
動
に
お
い
て
「
市
民
で
あ
る
こ
と

の
権
利
」（cidadania

）
が
強
く
主
張
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
既
存
の
社
会
の
中

で
排
除
さ
れ
て
い
る
人
々
は
、
同
じ
社
会
を
構
成

す
る
全
て
の
人
に
与
え
ら
れ
て
い
る
「
市
民
で
あ

る
こ
と
の
権
利
」
が
実
現
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に

あ
り
、「
権
利
」
と
い
う
観
点
か
ら
自
ら
の
困
難

な
状
況
の
改
善
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
社
会
運
動
は
普
遍
的
な

「
市
民
で
あ
る
こ
と
の
権
利
」
を
掲
げ
る
こ
と
に

よ
り
、
社
会
の
中
で
排
除
さ
れ
て
い
る
一
部
の
人

々
の
問
題
で
は
な
く
、
そ
の
社
会
を
構
成
す
る
全

て
の
人
々
に
共
有
さ
れ
る
べ
き
問
題
と
し
て
認
識

さ
れ
、
よ
り
多
く
の
人
々
が
何
ら
か
の
形
で
活
動

に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
一

九
九
○
年
代
以
降
の
大
き
な
変
化
の
一
つ
と
い
え

よ
う
。
そ
し
て
、
よ
り
多
く
の
人
々
の
参
加
を
も

と
に
、
近
年
の
社
会
運
動
は
今
ま
で
の
よ
う
な
政

府
へ
の
要
求
運
動
に
留
ま
ら
ず
、
国
際
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
や
メ
デ
ィ
ア
等
を
活
用
し
、
政
府
を
は
じ
め

様
々
な
社
会
の
ア
ク
タ
ー
と
交
渉
を
行
う
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
社
会

運
動
は
「
民
衆
」
だ
け
に
留
ま
ら
ぬ
「
市
民
」
運

動
と
し
て
発
展
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図
書
館
に
み
る
不
平

等
是
正
と
貧
困
削
減
の
可
能
性

徐
々
に
で
は
あ
る
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
社
会
運
動

の
団
体
は
、
よ
り
多
く
の
人
々
の
参
加
を
も
と
に

政
府
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
の
交
渉
を
行
い
、
資
金
や
技

術
援
助
を
獲
得
し
得
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
援
助
を
も
と
に
し
た
活
動
の

一
つ
に
、
次
項
で
紹
介
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図
書

館
が
挙
げ
ら
れ
る
（
同
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
参
考
文
献
①
と
②
を
参
照
）。

近
年
の
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
「
世
界
社
会
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
の
開
催
や
、
地
方
レ
ベ
ル
の
政
策
決
定
過
程

に
一
般
市
民
の
代
表
が
参
加
す
る
市
民
審
議
会
の

設
置
等
、
社
会
運
動
と
関
連
し
た
市
民
団
体
が
影

響
力
と
重
要
性
を
増
し
て
き
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

最
近
発
表
さ
れ
た
民
間
及
び
政
府
の
調
査
で
は
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
不
平
等
及
び
貧
困
は
減
少
傾
向
に
あ

る
と
さ
れ
る
。
本
稿
及
び
次
項
で
紹
介
す
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
図
書
館
等
の
試
み
に
、
今
後
の
更
な
る

不
平
等
是
正
と
貧
困
削
減
の
一
つ
の
可
能
性
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
こ 

ん
た　

り
ょ
う
へ
い
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
在
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
海
外
派
遣
員
）

《
主
要
参
考
文
献
》

①
近
田
亮
平
「
途
上
国
の
貧
困
削
減
を
可
能
と
し

う
る
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」
佐
藤
寛
編
『
援
助

と
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
│
能
力
開
発
と
社
会
環

境
変
化
の
組
み
合
わ
せ
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、

二
○
○
五
年
。

②
近
田
亮
平
「
ブ
ラ
ジ
ル
の
民
衆
運
動
│
サ
ン
パ

ウ
ロ
の
住
宅
運
動
団
体
を
中
心
に
」（『
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
レ
ポ
ー
ト
』
第
二
二
巻
第
二
号
、
二

○
○
五
年
）。

③
シ
ッ
コ
・
ア
レ
ン
カ
ー
ル
他
（
鈴
木
茂
他
訳
）

『
ブ
ラ
ジ
ル
の
歴
史
│
ブ
ラ
ジ
ル
高
校
歴
史
教

科
書
』
明
石
書
店
、
二
○
○
三
年
。
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